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一

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
平
砂
編
『
寛
延
三
庚
午
歳
旦　

新
花
』（
横
本
一
冊
、
寛
延
三

年
刊
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
底
本
（
個
人
蔵
）
は
、
虫
損
や
染
み
、
汚
れ
が
目

立
ち
、
保
存
状
態
が
良
い
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
水
引
で
綴
じ
ら
れ
た
原

装
の
雰
囲
気
を
辛
う
じ
て
留
め
て
お
り
、
本
文
共
紙
の
表
紙
や
、
初
丁
表
に
用

い
ら
れ
た
紅
と
緑
の
色
摺
り
（
匡
郭
を
紅
、「
花
鳥
」
の
文
字
を
緑
で
摺
っ
て

い
る
）
も
何
と
か
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

に
拠
れ
ば
、
二
世
平
砂
の
歳
旦
は
『
宝
暦
十
四
年
甲
申
歳
旦　

新
花
』
が
関
西

大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
他
に
伝
本
が
あ
る
こ
と
を
聞
か

な
い
。
そ
こ
で
、
江
戸
座
俳
諧
研
究
の
た
め
の
基
本
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
こ

こ
に
数
葉
の
図
版
と
と
も
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

〈
解
題
〉

　

平
砂
（
宝
永
四
年
～
天
明
三
年
、
七
十
七
歳
）
は
、
江
戸
座
の
俳
人
と
し
て

活
躍
し
た
人
物
で
、
本
名
は
皐
月
良
珍
、
本
姓
は
石
川
氏
、
字
は
美
叔
、
前
号

は
律
佐
・
其
樹
。
ま
た
、
別
号
を
解
庵
・
閑
花
林
・
新
花
林
と
称
し
た
。
貞
佐

門
で
、
湖
十
（
二
世
）
編
『
江
戸
廿
歌
仙
』（
延
享
二
年
刊
）
の
作
者
の
一
人

で
あ
る
。
師
の
貞
佐
（
寛
文
十
二
年
～
享
保
十
九
年
）
の
別
号
が
平
砂
で
あ
っ

た
た
め
、
貞
佐
を
一
世
平
砂
、
本
書
の
編
者
を
二
世
平
砂
と
す
る
。

　

師
の
貞
佐
は
、
本
名
を
桑
岡
平
三
郎
永
房
、
初
号
を
塩
車
と
言
い
、
別
号
を

平
砂
・
了
我
・
桑
々
畔
と
称
し
た
。
其
角
門
の
俳
人
で
、
沾
徳
に
も
親
し
み
、

江
戸
座
の
中
心
と
な
っ
た
。
門
下
に
は
、
平
砂
の
他
に
、
超
波
、
有
佐
な
ど
の

有
力
俳
人
が
い
た
。

　

平
砂
に
は
『
俳
諧
而
形
集
』（
明
和
九
年
刊
）
の
著
が
あ
る
が
、
そ
の
巻
之

二
に
「
そ
よ
り
と
も
智
恵
は
振
は
じ
福
寿
草
」
と
い
う
句
が
「
同
（
寛
延
）
三

年
庚
午
」
の
歳
旦
と
し
て
載
っ
て
い
る
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
中
村
俊
定
文
庫

蔵
本
を
参
照
し
た
）。「
智
恵
」「
振
」
が
漢
字
表
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
た
し
か
に
本
書
の
巻
頭
句
と
同
じ
句
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
俳
諧
而
形
集
』
巻
之
二
十
に
載
る
「
自
序
」
に
は
、
平
砂
が
自
ら

の
経
歴
を
書
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祖
父
（
石
川
氏
）
も

父
も
医
者
で
、
越
前
の
大
野
藩
に
仕
え
て
お
り
、
父
は
人
見
竹
洞
に
従
学
し
て

い
た
と
い
う
。
自
分
も
家
業
を
継
承
す
る
た
め
の
勉
強
し
て
い
た
が
、「
詞
林

に
交
り
遊
ぶ
も
世
態
を
し
る
の
一
端
な
り
」
と
考
え
、
十
九
歳
の
と
き
に
貞
佐

に
入
門
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
治
療
に
用
い
る
杜
仲
を
刻
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
誤
っ
て
左
手
の
中
指
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、
そ
の
傷
の
た
め
に
人
の
脉

を
診
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
周
囲
の
勧
め
も
あ
っ

て
、
俳
諧
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

な
お
、入
集
者
の
う
ち
、蝦
明
子
は
米
翁
の
別
号
、す
な
わ
ち
柳
沢
信
鴻
（
享

保
九
年
～
寛
政
四
年
、
六
十
九
歳
）
で
あ
る
。
柳
沢
吉
保
の
孫
で
、
柳
沢
吉
里

翻
刻
『
寛
延
三
庚
午
歳
旦　

新
花
』

― 

寛
延
三
年
平
砂
歳
旦 

―

伊
藤　

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

江
戸
座　

平
砂　

米
翁　

魚
川
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二

の
次
男
、
延
享
二
年
に
襲
封
し
て
大
和
郡
山
藩
主
と
な
っ
て
い
る
。
俳
諧
は
、

春
来
（
二
世
青
峨
）・
米
仲
門
。
江
戸
座
の
宗
匠
や
大
名
俳
人
な
ど
と
多
く
交

際
し
、
江
戸
俳
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
湖
十
・
有
佐
・
常
仙
・

旨
原
・
存
義
・
春
来
・
米
仲
・
楼
川
・
紀
逸
ら
江
戸
座
の
宗
匠
の
名
前
に
交
じ
っ
て
、

訥
子
（
沢
村
宗
十
郎
）・
少
長
（
中
村
七
三
郎
）・
仙
魚
（
瀬
川
菊
次
郎
）
ら
役

者
の
俳
名
が
見
え
る
の
も
興
味
深
い
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
異
体
字
は
概
ね
通
行
の

字
体
に
改
め
た
が
、
一
部
原
本
の
表
記
を
残
し
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
箇
所
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内
に

丁
数
と
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

底
本
に
は
、
虫
損
の
た
め
解
読
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
。
全
く
読
め
な
い
箇

所
は
□
で
示
し
、
傍
ら
に
「（
虫
損
）」
と
記
し
た
。
ま
た
、
推
測
を
交
え
て
読

ん
だ
箇
所
に
も
、
同
様
に
「（
虫
損
）」
と
記
し
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

〈
書
誌
〉書

型
…
…	

刊
本
、
横
本
一
冊
。
紙
縒
三
本
を
用
い
て
綴
じ
る
。

表
紙
…
…	

本
文
共
紙
。
縦
一
四
・
九
糎
×
横
一
九
・
九
糎

題
簽
…
…	

表
紙
左
端
、
単
辺
の
枠
と
共
に
「
寛
延
三
庚
午
歳
旦
新
花
」
と

直
接
刷
る
。

本
文
…
…	

毎
半
葉
十
二
行
内
外
。

字
高
…
…	

一
一
・
五
糎
（
第
一
丁
表
「
そ
よ
り
と
～
平
砂
」
を
計
測
）。

丁
数
…
…	

全
九
丁（
但
し
、本
文
は
裏
表
紙
見
返
し
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
）。

備
考
…
…	

第
一
丁
表
の
匡
郭
は
紅
摺
り
、「
花
鳥
」
の
文
字
は
緑
色
摺
り
。

〈
翻
刻
〉

　
　

寛
延
三
庚
午
歳
旦　

新
花	

」（
表紙

）

　
　
（
白
紙
）	

」（
見
返
し

）

　
　
　

華
鳥
華
鳥
華
鳥

　
　
　

花
鳥
華
鳥

　
　
　
　
　

花
鳥
華
鳥

　
　
　
　

庚
午
歳
旦

　
　

そ
よ
り
と
も
ち
ゑ
は
ふ
る
は
じ
福
寿
草　
　
　
　

平
砂

　
　
　

声
の
ま
こ
と
の
と
ゞ
く
は
つ
雞　
　
　
　
　
　

田
砂

　
　

春
の
海
酒
を
催
す
岸
出
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
峩

　
　
　
　

春
興

　
　

沢
辺
に
も
寐
て
あ
て
が
ふ
や
梅
の
花　
　
　
　
　

平
砂

　
　
　
　

歳
暮

　
　

年
わ
す
れ
か
ゝ
る
折
に
ぞ
剛
の
者　
　
　
　
　
　

同

　
　

雑
喉
売
の
平
目
た
ふ
と
む
師
走
哉　
　
　
　
　
　

同

　
　

狼
の
お
く
り
あ
ま
し
て
年
く
れ
ぬ　
　
　
　
　
　

同	

」（
一オ

）

　
　
　
　

一
序
歳
旦
并

守
年

　
　

い
に
し
へ
を
今
に
磐
戸
や
明
の
春　
　
　
　
　
　

昆
那

　
　

餅
搗
や
重
ね
て
め
お
の
神
あ
つ
め　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

囀
り
を
所
望
し
て
見
ん
梅
の
春　
　
　
　
　
　
　

超
月

　
　

塩
も
の
ゝ
は
じ
め
や
年
の
赤
鰯　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

若
水
や
江
戸
む
ら
さ
き
の
ひ
つ
こ
ぬ
き　
　
　
　

南
佐

　
　

十
露
盤
は
愚
痴
の
主
ぞ
年
の
暮　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

母
や
子
の
笑
ひ
声
か
ら
明
の
春　
　
　
　
　
　
　

尹
支

　
　

鰒
喰
ふ
た
身
は
あ
た
ゝ
か
し
年
の
昏　
　
　
　
　

ヽ
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三

　
　
　
　

大
黒
を
信
ず
る
事
有
て

　
　

仕
合（

虫

損

）

も
□
せ
し
打
出
の
初
日
哉　
　
　
　
　
　
　

鼎
夫

　
　

又
こ
と
し
鮧
魚
押
へ
て
く
れ
に
け
り　
　
　
　
　

ヽ

　
　

蓬
莱
や
亀
の
尾
な
ら
ば
猟
師
町　
　
　
　
　
　
　

萬
里	

」（
一ウ

）

　
　

年
波
や
人
も
順
風
の
走
り
船　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

ゆ
く
道
を
駒
に
任
せ
ん
華
の
春　
　
　
　
　
　
　

長
湫

　
　

米
舂
と
並
ぶ
や
年
の
畳
さ
し　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

目
の
切
や
亀
の
甲
よ
り
明
の
春　
　
　
　
　
　
　

扇
賀

　
　

金
山
の
ふ
も
と
に
近
き
岡
見
哉　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

常
盤
な
る
我
目
も
青
し
日
の
始　
　
　
　
　
　
　

其
樹

　
　

囃
せ
た
ゞ
流
る
ゝ
年
の
た
つ
た
川　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

水
車
は
つ
日
の
影
の
動
き
か
な　
　
　
　
　
　
　

花
流

　
　

水
車
年
の
一
夜
の
淀
み
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

松
風
に
鷹
や
ふ
り
む
く
江
戸
の
春　
　
　
　
　
　

墨
川

　
　

ゆ
く
年
の
人
走
ら
せ
ん
小
笹
原　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　

二
序
同 	

」（
二オ

）

　
　

ひ引け
や
千
代
富
士
の
綴
の
か
ざ
り
藁　
　
　
　
　

苔
雨

　
　

年
な
み
の
わ
た
り
安
さ
や
小
川
町　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

喰
摘
は
ひ
な
鶴
求
食
山
路
哉　
　
　
　
　
　
　
　

田
砂

　
　

蝋
燭
に
時
を
知
る
夜
や
大
み
十
日　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

豆
ほ
ど
な
水
主
も
見
ゆ
る
や
宝
船　
　
　
　
　
　

仙
峩

　
　

す
ゝ
掃
や
昼
一
遊
び
鞠
の
音　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

年
徳
や
恩
を
身
に
つ
む
備
前
米　
　
　
　
　
　
　

周
釣

　
　

と
ぐ
ろ
ま
く
年
の
尻
尾
の
し
ま
り
哉　
　
　
　
　

ヽ

　
　

若
駒
や
手
綱
た
な
び
く
初
霞　
　
　
　
　
　
　
　

樹
丸

　
　

衣
く
ば
り
待
ば
や
鱈
の
国
使　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

買
初
は
妹
が
ゆ
め
や
旭
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

笑
斗

　
　

豆
蒔
や
聞
て
た
し
な
む
国
こ
と
ば　
　
　
　
　
　

ヽ	

」（
二ウ

）

　
　

さ
は
〳
〵
と
御
慶
告
る
や
烏
供　
　
　
　
　
　
　

砂
汀

　
　

畳
さ
し
肬
か
ら
年
の
し
ま
り
哉　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

若
魚
や
七
人
乗
の
宝
舟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
砂

　
　

金
を
産
む
土
は
肥
た
り
年
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

う
ら
ゝ
か
に
鶴
の
羽
を
の
す
日
の
始　
　
　
　
　

桐
砂

　
　

松
売
て
見
て
ゆ
け
江
戸
の
組
飾　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

明
た
つ
や
鶴
も
初
日
の
額
つ
き　
　
　
　
　
　
　

晋
風

　
　

出
来
合
の
女
幾
人
と
し
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

三
の
朝
心
の
駒
の
輪
乗
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

砂
明

　
　

合
串
に
別
れ
ぬ
海
老
や
年
の
昏　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

わ
か
水
や
新
し
橋
の
子
持
筋　
　
　
　
　
　
　
　

砂
兮

　
　

来
る
春
に
箒
目
付
ん
こ
ま
ざ
ら
へ　
　
　
　
　
　

ヽ	

」（
三オ

）

　
　

人
も
ち
ゐ
神
と
ゞ
ま
る
や
鏡
台　
　
　
　
　
　
　

貞
写

　
　

遅
牛
の
力
も
淀
よ
と
し
の
闇　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　

三
序
同

　
　

船
に
溜
る
金
の
華
や
え
方
乗　
　
　
　
　
　
　
　

氐
野

　
　

兼
好
に
さ
へ
あ
つ
ら
え
や
餅
莚　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

書
初
に
う
ち
物
か換へ
や
金
衣
鳥　
　
　
　
　
　
　

律
砂

　
　

年
□（
虫
損
）□
り
竹
は
女
房
が
手
業
哉　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

蓬
莱
や
秣
も
て
あ
そ
ぶ
青
畳　
　
　
　
　
　
　
　

砂
雨

　
　

年
の
尾
や
宝
の
市
の
わ
ら
ひ
声　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

我
物（
虫
損
）に
成
す
ま
し
た
り
初
日
の
出　
　
　
　
　
　

砂
竹

　
　

鯨
さ
し
鮭
に
あ
つ
か
ふ
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

若
水
や
井
桁
に
い
さ
む
玉
の
槌　
　
　
　
　
　
　

連
砂	

」（
三ウ

）

　
　

餅
つ
き
や
箱
根
の
釜
の
噺
有　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

読（
虫
損
）初
や
折
目
正
し
き
持
扇　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
公
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四

　
　

暁
の
明
星
拝
め
と
し
忘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　

四
序

　
　

書
初
や
富
士
と
名
高
き
筆
あ
た
り　
　
　
　
　
　

五
嶽
逸

　
　

酒
盛
や
烏
帽
子
似
ふ
た
年
忘　
　
　
　
　
　
　
　

五
嶽

　
　

酔
中
に
肱
を
曲
し
か
明
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

為
文

　
　
　

松　

市　

流　

年　

柵　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

若
草
の
兄
と
や
い
は
ん
福
寿
艸　
　
　
　
　
　
　

亡
羊

　
　

月
と
日
の
末
は
あ
か
る
し
大
卅
日　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

聟
殿
の
機
嫌
上
戸
よ
若
ゑ
び
す　
　
　
　
　
　
　

砂
各

　
　

臼
の
底
入
レ
て
酒
の
め
年
の
暮　
　
　
　
　
　

	

ヽ	

」（
四オ

）

　
　

花
入
の
青
き
も
あ
り
や
年
の
市　
　
　
　
　
　
　

砂
谷

　
　

橋
か
ら
は
舟
を
う
ら
や
む
師
走
哉　
　
　
　
　
　

訥
子

　
　

一
元
に
帰
し
て
豊
や
年
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　

少
長

　
　

花
も
実
も
宝
づ
く
し
や
家
の
春　
　
　
　
　
　
　

佐
丁

　
　

き
み
の
よ
い
表
間
口
や
明
の
春　
　
　
　
　
　
　

砂
永

　
　

年
波
や
琴
師
が
み
せ
の
花
筏　
　
　
　
　
　
　
　

花
来

　
　

百
□（
虫
損
）

□
る
猫
の
額
や
大
み
そ
か　
　
　
　
　
　
　

熊
文

　
　

蓬
莱
や
櫛
笥
に
富
士
の
高
蒔
絵　
　
　
　
　
　
　

異
川

　
　

献
立
の
文
箱
を
得
た
り
年
忘　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　
　
　

雞
旦

　
　

古（
虫
損
）橋
に
通
ひ
は
白
し
明
の
春　
　
　
　
　
　
　

蝦
明
子

　
　
　

は
る
か
恵
方
へ
献
る
芹　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
砂	

」（
四ウ

）

　
　
　
　

歳
旦
任
来
次

　
　

蓬
莱
や
千
代
の
数
つ
む
鶴
の
嘴　
　
　
　
　
魯
菊
斎	

萬
里

　
　

初
空
の
扇
と
成
や
ふ
じ
の
山　
　
　
　
　
　
　
　

文
川

　
　

大
紋
で
ほ
め
ら
る
ゝ
日
や
福
寿
草　
　
　
　
　
　

芦
月

　
　

明
そ
め
て
豊
な
り
け
り
人
の
足　
　
　
　
　
　
　

路
隺

　
　

明
て
今（
虫
損
）朝
ま
だ
人
馴
ぬ
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　

桂
有

　
　

目
覚
し
も
猶
若
や
ぐ
や
明
の
春　
　
　
　
　
　
　

其
風

　
　

舞
留
の
四
方
へ
匂
ふ
や
花
の
春　
　
　
　
　
　
　

越
我

　
　

天
の
戸
は
神
代
な
が
ら
も
明
の
春　
　
　

 

伊
豆
下
田	

風
艸

　
　

告
渡
る
鶏
も
こ
と
し
の
発
句
哉　

 　
　
　
同	

桐
室

　
　

曇
な
き
御
代
の
鏡
や
初
日
影　
　
　
　
　

 

同	

花
橋

　
　
　
　

春
興		



」（
五オ

）

　
　
　
　
　

新
花
先
生
、
弟
に
古
今
庵
の
号

　
　
　
　
　

を
ゆ
づ
り
て
示
す
に
、
花
実
の
事
を

　
　
　
　
　

以
す

　
　

花
を
得
て
種
を
ま
て
と
や
庵
の
梅	

墨
川

　
　

尖
立
る
気
遣
ひ
も
な
し
わ
か
な
原	

超
月

　
　
　
　

歳
暮

　
　

仲
人
の
う
そ
つ
き
残
す
師
走
哉　
　
　
　
　

	

蝦
明
子

　
　

荷
擔
人
に
梅
を
持
た
る
師
走
哉　
　
　
　

	

女 

佐
鳥

　
　

越
す（
虫
損
）年
も
無
事
日
月
の
長
さ
哉　
　
　
　
　

	

女 

三
鱗

　
　

年
一
夜
地
に
は
せ
ち
か
ふ
星
月
夜　
　
　
　

	

庭
台

　
　

父
母
に
気
を
長
う
す
る
師
走
哉　
　
　
　
　

	

李
琢

　
　

掛（

虫

損

）

乞
に
浴
せ
て
く
れ
ん
鴨
の
羽　
　
　
　
　

	

漣
車

　
　

来
春
の
馳
走
を
年
の
台
所　
　
　
　
　
　
　

	

其
風

　
　

梅
柳
年
の
拍
子
も
よ
か
ん
日　
　
　
　
　
　

	

六
味	

」（
五ウ

）

　
　

節
季
候
も
老
も
き
に
け
り
八
重
葎　
　
　
　

	

百
庵

　
　

行
年
の
跡
や
蹄
の
硯
ほ
り　
　
　
　
　
　
　

	

渭
洲

　
　

行
年
や
走
る
気
も
な
き
琵
琶
法
師　
　
　
　

	

甲 

誾
如

　
　

年
の
尾
を
し
こ
な
し
ぶ
り
や
鼦　
　
　
　

	
 

甲 

逸
庫

　
　

年
の
豆
徳
利
に
足
を
と
ゞ
め
け
り　
　
　

	

水
戸 

低
哉

　
　

さ（
虫
損
）

ら
ば
年
の
尾
さ
き
に
な
ら
ぶ
梅
嗅
む　

	

豆 

桐
室
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五

　
　

色
に
出
て
笑
㒵
こ
ぼ
す
や
年
の
梅　
　
　
　

	

〻 

風
艸

　
　

来
ル
年
の
富
を
ふ
れ
け
り
除
夜
の
雪　
　
　

	

〻 

花
橋

　
　

鬼
は
外
薫
は
内
へ
除
夜
の
梅　
　
　
　
　
　
　
　

鰐
糞

　
　

僧
の
み
か
連
歌
師
ま
で
も
走
哉　
　
　
　
　
　
　

洞
什

　
　

夏
な
ら
ば
ひ
よ
ん
な
香
も
せ
ん
年
の
市　
　
　
　

柴
立

　
　

松
立
や
我
も
三
十
に
こ
よ
ひ
か
ら　
　
　
　
　
　

都
鹿	

」（
六オ

）

　
　

春
に
あ
ふ
琴
の
調
や
年
ゆ
た
か　
　
　
　
　
　
　

東
為

　
　

杖
の
下
ま
は
る
畳
や
年
の
煤　
　
　
　
　
　
　
　

臼
平

　
　

七
こ
ろ
び
八
起
を
待
や
と
し
の
く
れ　
　
　
　
　

黛
暁

　
　

大
年
や
更
行
川
を
一
ま
た
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　

秀
谷

　
　

止
ム
事
を
得
ず
に
師
走
や
人
の
足　
　
　
　
　
　

 

味
水

　
　

鉢
植
の
雪
や
心
の
衣
く
ば
り　
　
　
　
　
　
　
　

長
隆

　
　

け
ふ
年
を
越
や
よ
し
の
ゝ
妹
背
河　
　
　
　
　
　

鵑
翁

　
　

小
座
敷
や
思
ひ
の
ま
ゝ
の
衣
賦　
　
　
　
　
　
　

舞
隺

　
　

年
木
こ
り
車
か
づ
く
は
弟
哉　
　
　
　
　
　
　
　

定
花

　
　

引
立
（
虫
損
）て
餅
の
艶
見
る
月
夜
哉　
　
　
　
　
　
　
　

鰡
巴

　
　

一
年
の
皺
を
さ
と
さ
ん
古
暦　
　
　
　
　
　
　
　

文
室

　
　

艸
の
戸
や
世
を
味
る
年
の
豆　
　
　
　
　
　
　
　

太
祇	
」（
六ウ

）

　
　

肘
出
し
て
し
め
す
や
年
の
畳
さ
し　
　
　
　
　
　

緑
柄

　
　

書
初
の
打
出
の
小
槌
稽
古
せ
ん　
　
　
　
　
　
　

藤
橋

　
　

臼
売
に
押
や
ら
れ
た
る
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

鶏
口

　
　

四
の
五
の
と
事
に
よ
る
べ
し
年
の
昏　
　
　
　
　

律
山

　
　

咡
の
八
町
ひ
ゞ
く
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
十

　
　

海
山
を
門
に
見
て
ゐ
る
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

紀
月

　
　

行
年
を
馬
に
知
ら
る
ゝ
山
路
哉　
　
　
　
　
　
　

菊
圃

　
　

生
鱈
の
塩
み
ち
く
れ
ば
片
便　
　
　
　
　
　
　
　

栖
隺

　
　

年
の
市
へ
付
込
馬
や
春
の
色　
　
　
　
　
　
　
　

真
一

　
　

商
山
の
師
走
遊
び
や
小
盃　
　
　
　
　
　
　
　
　

栢
莚

　
　

年
の
尾
や
先
の
つ
と
り
と
丸
頭
巾　
　
　
　
　
　

翠
扇

　
　

世
の
師
走
行
灯
に
な
し
と
ふ
が
ら
し　
　
　
　
　

有
佐	

」（
七オ

）

　
　

餅
つ
き
や
我
は
伏
見
の
お
き
つ
ね
つ　
　
　
　
　

丈
国

　
　

豆
ま
き
や
も
は
や
我
年
人
の
年　
　
　
　
　
　
　

超
雪

　
　

ゑ
ぼ
し
着
た
大
工
頼
ん
年
の
豆　
　
　
　
　
　
　

雀
童

　
　

年
忘
す
れ
ば
鼠
が
わ
ら
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　

買
明

　
　

い
さ
ぎ
よ
き
夕
ぐ
れ
の
あ
る
師
走
哉　
　
　
　
　

杉
風

　
　

串
柿
の
化
粧
も
す
ご
き
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

祇
丞

　
　

猿
猴
の
腕
の
自
由
や
去
年
こ
と
し　
　
　
　
　
　

佐
ほ
丸

　
　

押
や
り
し
衾
ぞ
そ
こ
に
年
の
波　
　
　
　
　
　
　

竹
郎

　
　

北
国
の
塩
も
出
揃
ふ
年
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

暁
雨

　
　

年
〳（
虫
損
）〵
や
餅
を
筑
广
の
か
き
ね
竃　
　
　
　
　
　

嘉
廷

　
　

簑
笠
を
四
十
二
に
せ
ぬ
年
の
市　
　
　
　
　
　
　

中
谷

　
　

除
夜
の
金
鳫
に
結
べ
ば
飛
安
し　
　
　
　
　
　
　

白
清	

」（
七ウ

）

　
　

浜
荻
や
名
は
か
は
り
て
も
年
の
く
れ　
　
　
　
　

蘭
十

　
　

何
待
歟
年
の
雀
の
薮
酒
手　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
仙

　
　

菎
蒻
も
栄
耀
も
の
也
年
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

雪
杭

　
　

き
ろ
〳
〵
と
目
の
看
板
の
師
走
哉　
　
　
　
　
　

旨
原

　
　

む
つ
ま
じ
き
年
の
一
夜
を
間
垣
哉　
　
　

	

魯
菊
斎 

萬
里

　
　

春
待
や
大
根
も
翌
の
鏡
艸　
　
　
　
　
　
　
　
　

羊
素

　
　

書
肆
が
名
や
艸
帋
一
部
の
年
既
に　
　
　
　
　
　

珠
来

　
　

鵲
や
願
ひ
の
は
し
の
巣
ご
し
ら
へ　
　
　
　
　
　

桒
揚

　
　

暮
て
行
年
の
拍
子
や
節
季
候　
　
　
　
　
　
　
　

芦
月

　
　

よ
所
に
ゐ
て
小
袖
究
る
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

石
腸

　
　

大
卅
日
能
大
の
字
の
叶
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

裏
丁

　
　

年
の
矢
の
猪
見
て
矧
も
浮
世
哉　
　
　
　
　
　
　

存
義	

」（
八オ

）
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六

　
　

む
つ
言
の
し
ば
し
い
や
し
き
師
走
哉　
　
　
　
　

竹
瓦

　
　

六
十
二
身
も
実
に
な
る
や
花
の
春　
　
　
　
　
　

潮
雨

　
　

一
年
や
〆
て
雲
井
の
袖
日
記　
　
　
　
　
　
　
　

春
来

　
　

い
そ
〳
〵
と
何
や
ら
う
れ
し
年
の
く
れ　
　
　
　

三
夕

　
　

年
屑
の
つ
も
り
や
田
子
の
浦
か
け
て　
　
　
　
　

米
仲

　
　

年
一
ツ
と
れ
ば
八
声
で
こ
た
へ
け
り　
　
　
　
　

	

故
一

　
　

気
を
付
て
福
を
呑
う
ぞ
年
の
昏　
　
　
　
　
　
　

湖
帆

　
　

光
悦
の
秤
目
し
ら
ず
年
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

秋
風

　
　

あ
ら
わ
ざ
は
童
が
馴
て
年
く
れ
ぬ　
　
　
　
　
　

東
洲

　
　

そ
れ
も
其
（
虫
損
）神
鬮
取
ら
ん
年
の
昏　
　
　
　
　
　
　

秀
億

　
　

大
根
を
洗
ふ
て
清
め
年
の
昏　
　
　
　
　
　
　
　

十
家

　
　

年
波
の
底
を
の
ぞ
く
や
湊
筒　
　
　
　
　
　
　
　

楼
川	

」（
八ウ

）

　
　

春
に
あ
ふ
琴
の
調
や
年
豊　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
為

　
　

煤
掃
や
夜
明
に
笑
ふ
顔
と
㒵　
　
　
　
　
　
　
　

侲
司

　
　

行
年
や
田
楽
法
師
小
脇
差　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
（
虫
損
）林

　
　

海
山
の
店
卸
見
ん
年
の
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

虵
水

　
　

猿
引
は
猿
に
越
さ
せ
よ
年
の
坂　
　
　
　
　
　
　

渉
十

　
　

か
ら
（
虫
損
）鮭
の
御
礼
申
や
年
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

山
暁

　
　

師
走
何
流
わ
た
り
の
浮
世
川　
　
　
　
　
　
　
　

木
啓

　
　

鵜
の
鳥
の
潜
て
年
の
波
間
よ
り　
　
　
　
　
　
　

五
雲

　
　

智
恵
の
輪
に
心
焚
て
年
昏
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

渓
梁

　
　

喰
つ
み
の
山
築
立
て
待
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

旦
調

　
　

し
れ
た
事
を
の
が
さ
ま
〴
〵
年
一
夜　
　
　
　
　

調
和

　
　

年
の
尾
を
は
ね
る
や
棚
の
藤
か
づ
ら　
　
　
　
　

渭
北	

」（
九オ

）

　
　

冬
籠
押
つ
め
ら
れ
て
浮
世
哉　
　
　
　
　
　
　
　

文
川

　
　

押
つ
め
る
ほ
ど
声
の
た
つ
雀
哉　
　
　
　
　
　
　

里
郷

　
　

年
波
や
人
の
ひ
た
ひ
を
よ
せ
所　
　
　
　
　
　
　

紀
逸

　
　

柏
手
に
ま
け
る
拍
子
や
神
の
膳　
　
　
　
　
　
　

楚
江

　
　

押
合
て
舟
は
着
け
り
大
卅
日　
　
　
　
　
　
　
　

三
笑

　
　

き
ら
星
の
武
士
も
ふ
る
也
江
戸
の
除
夜　
　
　
　

再
賀

　
　

餅
花
や
人
に
た
な
び
く
八
重
の
奥　
　
　
　
　
　

仙
魚

　
　

御
飛
脚
の
七
里
戻
り
て
年
の
豆　
　
　
　
　
　
　

畔
水

　
　

花
鳥
を
囲
ふ
か
年
の
頭
陀
袋　
　
　
　
　
　
　
　

六
器

　
　

何
所
の
□
（
虫
損
）そ
き
こ
り
て
空
に
師
走
哉　
　
　
　
　

群
牛

　
　

口
塩
の
鱈
も
名
に
お
ふ
歳
暮
哉　
　
　
　
　
　
　

愛
舟

　
　

定
紋
に
千
代
の
鏡
や
年
の
く
れ　
　
　
　
　
　
　

園
枝	

」（
九ウ

）

　
　
　

附　
　

娘
儲
け
て
其
春

　
　

羽
子
の
子
の
初
夢
聞
ば
や
門
の
春　
　
　
　
　
　

左
丸

　
　

初
空
や
最
う
尻
餅
を
東
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
雨

　
　
　
　

歳
暮

　
　

さ
ら
い
込
大
晦
日
の
煮
ば
な
哉　
　
　
　
　
　
　

左
丸

　
　

か
ゝ
る
身
は
年
の
笘
屋
の
な
か
り
け
り　
　
　
　

山
雨

　
　
　
　

五
序

　
　

門
松
や
富
士
を
か
た
ど
る
四
方
面　
　
　
　
　
　

反
宇

　
　

鏡
屋
の
た
は
ら
は
古
き
師
走
哉　
　
　
　
　
　
　

ヽ

　
　

岡
見
す
る
国
の
宝
や
桜
板　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工	

」（
裏
表
紙

見
返
し

）

〈
付
記
〉

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「「
人
を
結
び
つ
け
る
文
化
」

と
し
て
の
俳
諧
研
究
」（
研
究
課
題
番
号26370259

）（
代
表
・
伊
藤
善
隆
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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２．裏表紙

３．表紙見返し・一オ
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